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図3. シングル・ドライバのアプリケーション回路

はじめに
圧電モーターはデジタルカメラ自動フォーカス、ズーミング
および光学イメージ安定化のためにに使われます。それらは
比較的小型軽量で効率的ですが、複雑なドライブ方式を必
要とします。この課題は、これまで昇圧コンバータやサイズ
の大きな汎用フルブリッジ・ドライブICなどの個別回路を使
って実現されてきました。そのため、部品数の多さと大きな
基板スペースを占めることが、小さくなり続ける携帯電話内
蔵カメラの設計で特に問題になります。LT®3572は、昇圧レ
ギュレータとデュアルのフルブリッジ・ドライバを4mm×4mm 
QFNパッケージに組み込むことにより、これらの問題を解
決します。標準的LT3572圧電モーター・ドライブ回路を図
1に示します。昇圧コンバータが使われており、デバイスの
2.7V～10Vの広い入力電圧範囲内の、リチウムイオン・バッ
テリや任意の入力電源など、低電圧電力源から30Vを発生
します。40Vまで調節可能な、昇圧コンバータの高い出力
電圧をVOUTピンでドライバに利用できます。ドライバはHブ
リッジ方式で動作し、OUTAピンとOUTBピンはそれぞれ
PWMAピンおよびPWMBピンと同じ極性ですが、OUTAピ
ンとOUTBピンはそれぞれPWMAとPWMBから反転され
ます。昇圧コンバータと両方の圧電ドライバはそれら自体の
シャットダウン・コントロールを備えています。標準的なレイ
アウトを図2に示します。

単一電源のアプリケーション
各フルブリッジ圧電ドライバは、SHDNAピンとSHDNBピ
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図1. 標準的回路
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図2. 図1のコンバータの標準的レイアウト

ンを制御することにより、独立にイネーブルおよびディスエ
ーブルすることができます。SHDNAとSHDNBを0.3Vより
下に保つとドライバはスイッチングすることができず、出力
は高インピーダンス状態に保たれます。 

片方のドライバだけを使うアプリケーションでは、SHDNAピ
ンまたはSHDNBピンのどちらかをGNDに接続することによ
り、使わないドライバをオフして電力を浪費しないようにする
ことができます。ドライバAだけをイネーブルしたシングル・
ドライバの標準的アプリケーション回路を図3に示します。
入力ピンPWMBはGNDに接続されています。
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      、LT、LTCおよびLTMはリニアテクノロジー社の登録商標です。
他の全ての商標はそれぞれの所有者に所有権があります。



外部電源の利用
40Vまで調節可能な、昇圧コンバータの高い出力電圧を
VOUTピンでドライバに利用できます。複数のLT3572を使
った複数の圧電モーターのアプリケーションによっては、
全てのフルブリッジ・ドライバが外部高電圧電源によって給
電されます。この場合、内蔵昇圧コンバータは単にディスエ
ーブルすることができ、デュアル・ドライバだけが使用され
ます。図4では、SHDNピンがグランドに接続されています
ので、昇圧レギュレータはスイッチングできません。SWピ
ン、RTピン、SSピンおよびPGOODピンはオープンのまま
です。VINピンは2.7V～10Vの電圧源に接続し、FBピンは
1.3V～3Vの任意の電圧に接続します。この例では、VINピ
ンとFBピンは一緒に接続されており、両方のドライバは完
全に機能しますが、昇圧コンバータは動作しません。VIN電
流は通常10mA以下です。
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図4. 内蔵昇圧コンバータをディスエーブルし、
外部電源を利用

長い配線を使った圧電モーターの駆動
場合によっては、圧電モーターはドライバから物理的に遠く
離れて配置されます。長い接続線の寄生インダクタンスと容
量性の圧電モーターによりQの高い共振LCタンクが形成さ
れますが、発振が適切に減衰されないと、ドライバ・ピンに大
きな負電圧が現れ、ICのスプリアス動作が生じる可能性があ
ります。ショットキー・ダイオードをOUTAピンとOUTBピン
に追加して、ICに大きな負電圧が現れるのを防ぐことができ
ます。この問題を解決する別の方法は、図5に示されているよ
うに、ドライバと圧電モーターの間に抵抗を追加してドライ
ブ速度を遅くし、発振を減衰させることです。この例では、
接続線は長さ1フィートの撚り線で、抵抗は20Ωです。抵抗
なしのOUTBピンの電圧波形を図6に示し、抵抗付きの波
形を図7に示します。

図5. 長い配線で駆動しているときの抵抗の追加

図6. 抵抗なしのOUTBの電圧。トップ・トレース:
OUTBの電圧(2V/Div)、ボトム・トレース:PWMBの
電圧(2V/Div)
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図7. 抵抗付きのOUTBの電圧。トップ・トレース:
OUTBの電圧(2V/Div)、ボトム・トレース:PWMBの
電圧(2V/Div)
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まとめ 
LT3572は完全な圧電モーター・ドライブのソリューション
で、高効率スイッチおよびデュアル・フルブリッジ・ドライバ
を内蔵しています。固定周波数、ソフトスタート機能、内部
補償および小さなフットプリントにより、LT3572は圧電モ
ーターをドライブする非常にシンプルで小型のソリューショ
ンを与えます。
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